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110m ハードル，100m ハードルのレースパターン・標準モデルの作成の試み

-第一報・2009 年度グランプリでの 110m ハードルタッチダウンタイム -
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はじめに

　現在，110m ハードル・100m ハードルにおけるレー

スパターンを分析し，標準モデルを作成するプロ

ジェクトを進めている．標準モデルを作成する事に

より，標準と個人の結果とを比較する事が出来，レー

スの評価やトレーニングの指標作成の一助となると

考えている．

　先行研究におけるレースパターン分析は，ハード

ル間のインターバルタイム分析が殆どであるが，今

回の分析ではハードル間だけにとどまらず，走行中

の一歩毎の分析を試みている．これは，手軽かつ安

価で毎秒 200 フレーム以上で撮影可能なハイスピー

ドカメラが普及したため，足の接地タイミングを詳

細に分析できるようになり，実現した．

　被験者群を13秒台前半/後半，14秒台前半/後半，

15 秒台前半 / 後半の計 6 グループに分けて，モデ

ルの作成を進めている．モデル化にあたっては各群

共に 30 例以上のデータが必要なため，今後ともデー

タの収集を継続する必要がある．今回は 2009 年度

のグランプリシリーズなどで収集できた 110m ハー

ドルのデータのタッチダウンタイムを報告する．

方法

　2 台もしくは 3 台のデジタルハイスピードカメラ

（カシオ製 EX-F1 もしくは EX-FH20）を用いた．2台

の時は 50m 付近とゴール付近からパンニング撮影を

行った．3台の時は追加して正面から撮影を行った．

Apple 製 QuickTimePro7® を用いて再生し，同ソフ

トの持つコマ表示機能を用いた．接地時間などの算

出は表計算ソフトを用いた．

　分析対象レースは織田記念，大阪グランプリ，南

部記念，日本選手権，スーパー陸上の決勝レースと

した．

結果

　表 1はタッチダウンタイムの結果である．平均タ

イムは 13 秒 76 ± 0.18 であった．例数が少ないの

で考察まで述べないが，最新のデータとしてご活用

頂ければ幸いである．今後データが纏まり次第，考

察も含めて逐次報告の予定である．
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